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舐
め
る
よ
う
に
北
上
し
、
各

地
に
爪
痕
を
残
し
た
。
函
南

で
は
、
畑
が
冠
水
し
秋
野
菜

が
全
滅
と
い
う
農
場
も
あ
っ

た
。 台

風
が
近
づ
く
と
い
う

日
、
学
校
か
ら
最
初
の
メ
ー

ル
連
絡
網
が
あ
っ
た
。
今
年

度
か
ら
導
入
さ
れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ

デ
ー
タ
の
”
Ｆ
ａ
ｉ
ｒ 

Ｃ

ａ
ｓ
ｔ
”
と
い
う
シ
ス
テ
ム
。

「
本
日
は
台
風
接
近
の
た
め

１
時
に
一
斉
下
校
し
ま
す
」

と
い
う
内
容
。
う
ん
う
ん
、

早
適
役
に
立
っ
て
る
じ
ゃ
な

い
。 翌

朝
、
風
雨
は
ま
だ
強
く

警
報
も
発
令
さ
れ
た
ま
ま
。

「
今
日
は
取
り
あ
え
ず
自
宅 

待
機
ね
」
と
の
ん
び
り
を
決

め
込
ん
で
い
た
ら
、
八
時
過

ぎ
に
二
度
目
の
連
絡
。「
午
前

六
時
三
十
分
現
在
、
富
士
山

南
東
地
方
に
警
報
が
発
令

中
。
再
度
連
絡
か
お
る
ま
で

自
宅
待
機
を
云
々
」
何
を
今

更
…
連
絡
が
遅
い
。
外
で
仕

事
を
持
つ
保
護
者
に
は
有
り 

     

難
く
な
い
時
間
だ
な
と
思
い 

つ
つ
も
、
お
さ
ま
り
つ
つ
あ 

る
風
雨
に
安
堵
し
て
い
た
。 

 

台
風
で
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な

っ
た
仕
事
の
調
整
を
し
て
い

る
と
、
他
校
で
は
次
々
に
登

校
を
決
定
し
た
と
い
う
情
報

が
入
っ
て
き
た
。
う
ち
も
も

う
す
ぐ
と
待
っ
て
い
た
が
、

一
向
に
連
絡
が
な
い
。
十
時

半
頃
、
同
級
生
の
マ
マ
か
ら

「
あ
の
ね
、
連
絡
網
ま
だ
な

ん
だ
け
ど
、
十
一
時
登
校
だ

っ
て
」
と
電
話
を
貰
い
慌
て 

て
子
供
達
を
追
い
立
て
て
登

校
さ
せ
た
。
学
校
に
問
い
合

わ
せ
る
と
、
九
時
半
過
ぎ
頃 

に
登
校
連
絡
の
依
頼
を
し
た

と
の
事
。
結
局
連
絡
網
が
回 

     

っ
て
き
た
の
は
十
二
時
近
く

で
、、
依
頼
か
ら
２
時
間
は
経

過
し
て
い
る
何
故
？
マ
マ
連 

絡
網
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
確
実

だ
わ
と
解
せ
な
い
思
い
で
過

ご
し
て
い
る
と
、
子
供
が
一

枚
の
プ
リ
ン
ト
を
持
ち
帰
っ

て
き
た
。
そ
こ
に
は
連
絡
網

の
動
作
不
良
に
間
す
る
事
項

が
書
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
に 

よ
る
と
、
今
回
の
台
風
で
Ｆ

ａ
ｉ
ｒ 

Ｃ
ａ
ｓ
ｔ
に
加
入

し
た
殆
緊
急
連
絡
網
を
利
用

し
、
そ
の
数
が
想
定
以
上
と

な
っ
た
た
め
に
シ
ス
テ
ム
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
輻
輳
（
ふ

く
そ
う
）
し
た
と
い
う
。 

で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。

も
と
も
と
こ
の
シ
ス
テ
ム
は 

     

「
緊
急
時
な
ど
一
斉
連
絡
が 

必
要
な
場
面
で
幅
広
く
活
用

で
き
ま
す
」
と
い
う
嘔
い
文

句
。
東
海
大
地
震
が
き
た
ら
、

加
入
す
る
全
て
の
学
校
が
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
だ

ろ
う
事
は
予
想
出
来
て
い
た

筈
。
や
っ
ぱ
り
解
せ
な
い
。 

”
想
定
”
が
甘
す
ぎ
る
。 

後
日
知
人
か
ら
間
い
た
話 

で
は
、
こ
の
連
絡
網
、
全
校

一
斉
で
は
な
い
と
い
う
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
配
信
す
る

一
定
件
数
以
上
の
一
斉
メ
ー

ル
を
迷
惑
メ
ー
ル
と
判
定

し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
に
か
け
て

自
動
的
に
遮
断
し
て
し
ま
う

為
、
あ
る
程
度
の
グ
ル
ー
プ

単
位
で
し
か
メ
ー
ル
を
送
れ

な
い
か
ら
だ
。
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
が
裏
目
に
出
た
こ
と
も
、

今
回
の
連
絡
遅
れ
に
拍
車
を

か
け
た
様
だ
。
と
も
あ
れ
、

い
つ
来
る
と
も
分
か
ら
な
い

大
地
震
を
目
前
に
、
不
具
合

が
見
つ
か
っ
た
の
は
不
幸
中

の
幸
い
？
と
思
い
た
い
。 

そ
の
後
、
こ
の
連
絡
網
は

使
わ
れ
る
機
会
が
な
い
ま
ま

た
が
、
大
地
震
が
来
る
前
ま

で
に
は
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
切
に
祈

る
ば
か
り
。
頼
む
ぞ
天
下
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
。 

―
や
か
ま
し
母
さ
ん
― 

年
）
九
月
十
五
日
の
集
中
豪

雨
に
よ
っ
て
大
災
害
を
起
こ

し
て
い
る
。
最
大
雨
量
は
裾

野
市
市
ノ
瀬
で
、
時
間
雨
量

七
十
三
㎜
で
濁
流
は
堤
防
を

超
え
、
堤
防
の
決
壊
や
橋
梁

の
流
失
も
相
次
ぐ
。
住
宅
の

破
壊
、
床
上･

床
下
の
浸
水
は

五
百
軒
近
く
あ
っ
た
。 

 

 

こ
の
「
九･

一
五
災
害
」
で

の
災
害
復
旧
工
事
で
の
費
用

は
約
一
〇
〇
億
円
が
使
わ
れ

た
。
し
か
し
、
復
旧
工
事
後

も
、
今
回
の
九
号
台
風
に
よ

る
災
害
ま
で
、
台
風･

集
中
豪

雨
に
よ
る
災
害
が
何
度
も
あ

り
、
復
旧
工
事
を
終
え
た
箇

所
の
再
度
の
堤
防
決
壊
も
あ

る
。 

 

静
岡
県
東

部
や
関
東
を

直
撃
し
た
台

風
九
号
は
、

日
本
列
島
を 

 

何
故
？
絵
に
書
い
た
餅 

緊
急
メ
ー
ル
連
絡
網 
 
 
 

     

《
川
柳
・
議
会
寸
評
》 

ご
祝
儀
の
傍
聴
席
の
客
の
数 

反
り
返
り
議
員
バ
ッ
ジ
で
歩
く
人 

ネ
タ
切
れ
で
質
問
途
中
で
エ
ン
ス
ト
し 

答
弁
は
の
ら
り
く
ら
り
と
向
き
を
変
え 

や
れ
道
路
さ
あ
補
助
金
と
ば
ら
撒
け
ば 

金
が
な
い
金
が
な
い
と
言
う
市
長 

ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
市
長
の
後
に
列
が
で
き 

あ
く
び
出
る
似
た
質
問
の
多
き
こ
と 

給
料
を
一
分
刻
み
で
勘
定
し 

議
員
よ
り
小
番
頭
が
よ
く
似
合
う 

う
つ
病
の
は
や
る
職
場
に
し
よ
う
と
は 

魂
が
風
に
舞
っ
て
る
彼
岸
花 

《
短
歌
》 

・
・
・
九
月
終
る
・
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

―
あ
さ
の 

か
ず
こ
― 

「
検
定
撤
回
」
十
一
万
の
そ
の
決
議 

歴
史
の
事
実
曲
げ
る
を
抗
う 

少
年
の
あ
ど
け
な
さ
持
つ
僧
も
い
て 

銃
声
の
街
ミ
ャ
ン
マ
ー
燃
ゆ 

「
十
年
は
長
い
か
そ
れ
と
も
短
い
か
」 

ク
ミ
コ
が
歌
う
中
島
み
ゆ
き 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
読
人
知
ら
ず
― 

夏
過
ぎ
て
一
段
と
耳
遠
く
な
り 

聞
こ
え
る
ふ
り
も
出
来
ぬ
父
か
な 

何
気
な
く
別
れ
て
み
た
が
も
う
こ
れ
で 

来
る
事
も
な
し
あ
え
ぬ
と
思
う 

真
夜
中
に
ふ
と
目
覚
め
て
は
冴
え
わ
た
る 

遠
け
き
夢
の
母
の
添
い
寝
に 

夜
も
更
け
て
風
は
し
と
や
か
頬
を
な
で 

昼
間
の
暑
さ
忘
れ
け
る
か
な 

 

 

九
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た

意
見
書
は
六
件
、
そ
の
う
ち

採
択
さ
れ
た
の
は
四
件
、
結

果
は
以
下
の
通
り
。 

①
原
発
震
災
防
止
の
た
め
に

危
険
な
原
発
の
運
転
中
止
を

求
め
る
意
見
書
（
緑
水
会
）。 

 
 

反
対
新
未
来
二
十
一 

 
 
 
 
 
 

他
は
賛
成 

②
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す

る
意
見
書
（
緑
水
会
）。 

 
 
 
 

 

全
会
派
賛
成 

③
産
科
医
不
足
を
解
消
し
、

安
心
し
て
子
供
を
生
め
る
医

療
体
制
の
確
保
を
求
め
る
意 

 

見
書
（
市
議
会
女
性
議
員
）。 

 
 

修
正
後
全
会
派
賛
成 

④
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改

正
に
関
す
る
意
見
書
（
県
司

法
書
士
会
等
）。
全
会
派
賛
成 

⑤
国
立
駿
河
療
養
所
に
公
共

バ
ス
を
乗
り
入
れ
る
意
見
書 

（
さ
く
ら
会
）。 全

会
派
賛
成 

⑥
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

実
施
凍
結
と
十
分
な
周
知
徹

底
を
求
め
る
意
見
書
（
三
島

医
療
と
福
祉
を
考
え
る
会
）。 

 
 

共
産
党
、
自
由
の
会
は 

賛
成 

他
会
派
は
反
対 

 

台風９号での豪雨 

大場川の弱点を鮮明にする 
冶水面で問題① 

私
立
幼
稚
園
の 

就
園
奨
励
金
陳
情
結
果 

徳
倉
町
内
会
「
図
書
館
」 

要
望
書
の
回
答
に
つ
い
て 

efefefefefefegef 

《新
聞
発
行
継
続
に
つ
い
て
カ
ン
パ
の
お
願
い
》 

紙
代
は
原
則
無
料
、
た
だ
し
、
カ
ン
パ
の
頂
け
る
方

は
一
口
、
年
千
円
（
月
一
回
、
年
十
二
回
を
責
任
を
持

っ
て
配
布
）
。
尚
、
広
告
料
は
一
コ
マ
、
月
千
円
。 

広
告
希
望
者
は
連
絡
を 

℡
九
八
八
‐
一
九
二
六 

大
場
川
が
必
要
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
流
域
面
積
と
特

に
三
島
市
内
の
流
域
が
、
住

宅
団
地
な
ど
が
張
り
付
き
都

市
化
が
著
し
い
な
か
で
、
大

場
川
の
河
積
断
面
が
基
準
よ

り
大
幅
に
小
さ
い
こ
と
。 

第
二
は
第
一
と
の
関
連
で

も
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
の

『
九･

一
五
災
害
』
の
災
害
復

旧
工
事
で
、
河
積
断
面
を
一

定
程
度
確
保
す
る
た
め
従
来

の
河
床
を
掘
り
下
げ
た
。
こ

の
結
果
、
河
床
が
弱
ま
り
、

護
岸
の
基
礎
が
濁
流
に
洗
わ 

る
。 

 

今
回
の
避
難
勧
告
や
護
岸

被
害
か
ら
一
層
鮮
明
に
さ
れ

た
こ
と
は
、
冶
水
面
で
の
大

場
川
が
抱
え
る
致
命
的
な
弱

点
、
脆
さ
が
市
民
の
前
に
さ

ら
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

弱
点
、
脆
さ
の
第
一
は
、

「
三
島
市
に
は
も
う
一
本
の 

 

幸
い
台
風
が
伊
豆
半
島
直

撃
コ
ー
ス
か
ら
右
に
そ
れ
神

奈
川
県
に
上
陸
と
な
っ
て
、

甚
大
の
被
害
は
免
れ
た
。
し

か
し
、
「
も
う
少
し
雨
が
強

く
、
長
く
降
っ
た
な
ら
ば
、

清
水
町
徳
倉
橋
周
辺
の
狩
野

川
で
は
堤
防
を
濁
流
が
超
え

る
危
険
性
が
あ
っ
た
」（
防
災

関
係
者
）
と
緊
迫
し
た
状
況

を
語
っ
て
い
る
。 

 

三
島
市
で
の
、
大
場
川
の

被
害
は
、
伊
豆
佐
野
地
区
で

は
橋
梁
の
橋
脚
が
流
さ
れ
、

徳
倉･

孝
原
地
区
で
は
徳
倉

中
橋
と
幸
原
山
橋
間
左
岸･

右
岸
の
河
床
が
洗
わ
れ
、
護

岸
が
河
側
に
は
み
出
し
て
い

る
。
文
教
町
二
丁
目
の
上
岩

崎
公
園
下
流
の
右
岸
で
は
、

河
床
が
洗
わ
れ
て
護
岸
が
完

全
に
崩
落
し
、
こ
の
上
の
民

地
に
は
数
階
建
て
の
ア
パ
ー

ト
が
建
ち
、「
民
地
の
擁
壁
ま

で
影
響
し
た
ら
・
・
・
」
と

ゾ
ッ
ト
す
る
光
景
が
見
ら
れ 

れ
、
護
岸
の
決
壊
に
な
っ
た

の
で
は
。 

 

第
三
は
狩
野
川
と
の
合
流

部
が
直
角
に
交
わ
り
、
狩
野

川
の
水
位
が
上
が
る
と
大
場

川
の
流
れ
が
押
さ
え
ら
れ
、

そ
の
影
響
で
約
二
㎞
上
流
の

大
場
橋
付
近
ま
で
水
位
が
上

昇
す
る
と
言
う
。
こ
の
問
題

点
は
国
土
交
通
省
の
土
木
研

究
所
で
模
型
を
造
り
長
年
研

究･

検
討
が
さ
れ
、
大
場
川
・

狩
野
川
の
右
岸
側
の
民
地
を

買
収
し
改
良
工
事
を
施
工
し

た
が
、
抜
本
的
な
解
決
に
は

至
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。 

 

大
場
川
と
災
害 

 

大
場
川
は
、
箱
根
山
系
山

伏
峠
付
近
（
標
高
千
三
十
五

ｍ
）
に
源
を
発
し
、
裾
野
市･

三
島
市
を
経
て
三
島
市
御
園

で
狩
野
川
に
注
ぐ
、
狩
野
川

の
支
川
の
ひ
と
つ
で
一
級
河

川
。
合
流
地
点
か
ら
上
流
約

二
㎞
の
大
場
橋
ま
で
は
国
土

交
通
省
が
直
接
管
理
し
て
い

る
。
延
長
十
七
・
七
㎞
、
流

域
面
積
八
七
・
四?

で
、
流

域
は
ゴ
ル
フ
場･

住
宅･

企
業

が
張
り
付
く
都
市
河
川
。
都

市
河
川
だ
け
に
災
害
も
多

く
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二 

上岩崎公園下流の右岸 護岸が崩落 

九
月
六
日
の
台
風
九
号
に
よ
る
暴
風
雨
で
三
島
市
で
は
、大

場
川
な
ど
の
護
岸
や
農
道･

林
道
に
被
害
が
続
出
し
た
。「
狩
野

川
台
風
と
同
じ
コ
ー
ス
で
大
変
心
配
し
た
」と
三
島
市
の
防
災

担
当
が
語
る
よ
う
に
、
大
場
川
沿
い
の
文
教
・
大
場･

御
園
な

ど
で
避
難
勧
告
も
出
さ
れ
、市
民
の
多
く
が
避
難
所
で
眠
れ
ぬ

夜
を
過
ご
し
た
。 

グランフィールズ産廃 
疑惑を考える集い！ 

日 時：１０月２８日（日）午後２時～ 
講 師：熊本 一規  先生（明治学院大学教授） 
     住民・市民の側に立った環境問題、 

ごみリサイクル問題、環境政策、環境経済が専門 

会 場：三島 中郷文化プラザ展示室（１Ｆ） 
主 催：産廃不法投棄疑惑をただす会（仮称） 
共 催：三島自然を守る会 
連絡先： 055-988-1926 堀 

055-987-2814 仁杉 
055-971-5666 湊 

 

九
月
議
会 

 
 
 

意
見
書
の
採
択
結
果 

 

七
月
三
〇
日
に
徳
倉
区
長

名
で
出
さ
れ
て
い
た
「
北
上

文
化
プ
ラ
ザ
図
書
館
設
置
の

要
望
書
」
の
回
答
が
八
月
十

七
日
付
け
で
市
長
よ
り
あ
り

ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
十

一
年
、
当
初
の
計
画
規
模
で

の
建
設
は
予
算
の
め
ど
が
立

た
ず
、
計
画
は
凍
結
状
態
に

有
っ
た
中
、
森
田
病
院
の
跡 

で
は
緑
水
会
細
井
議
員
の
反

対
、
共
産
党
下
山
議
員
の
賛

成
意
見
、
無
所
属
栗
原
議
員

の
反
対
、
自
由
の
会
堀
議
員

の
賛
成
意
見
、
最
後
に
公
明

党
志
賀
議
員
の
反
対
意
見
表

明
の
後
、
採
決
に
か
け
ら
れ
、

反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
た
。 

 

六
月
議
会
最
終
日
に
文
教

消
防
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

委
員
会
審
議
で
否
決
さ
れ
て

い
た
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
復
活
陳
情
は
、
九
月
議
会

最
終
日
に
本
会
議
で
論
議
さ

れ
た
。 

本
会
議
で
は
碓
井
委
員
長

の
委
員
会
報
告
の
後
、
討
論 

 

地
利
用
が
可
能
と
な
り
、
当

初
予
算
を
大
幅
に
下
回
る
費

用
で
建
設
が
可
能
に
な
っ

た
。
中
郷
文
化
プ
ラ
ザ
と
同

規
模
の
図
書
設
備
を
考
え
れ

ば
、
そ
の
占
有
部
分
が
多
く

取
ら
れ
て
し
ま
い
、
他
の
施

設
が
機
能
で
き
な
い
こ
と

や
、
財
政
的
に
無
理
が
あ
る

等
で
現
時
点
で
は
困
難
で
あ

る
と
の
こ
と
。 


